
資料－３－２

川内川水系流域治水協議会

第6回協議会資料

川内川水系流域治水プロジェクト

行動計画 取り組み個表

～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～



【令和2年12月末撮影】

令和４年度 主な事業実施箇所 【川内川河川事務所】令和４年度 主な事業実施箇所 【川内川河川事務所】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

氾濫をできるだけ防ぐ・減ら
すための対策

河道掘削、引堤整備、堤防
強化等

川内川河川事務所 1



令和４年度危機管理型水位計と簡易型河川カメラの設置 【川内川河川事務所】令和４年度危機管理型水位計と簡易型河川カメラの設置 【川内川河川事務所】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
⼯ 程

短 期 中 期 中⻑期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化 ⽔位計・監視カメラの設置 川内川河川事務所

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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令和4年度簡易型河川カメラの設置箇所 １台

えびの市役所（えびの市 長江川）



FM さつませんだいと防災情報の提供及び活用に関する協定の締結FM さつませんだいと防災情報の提供及び活用に関する協定の締結

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

近年、大雨に見舞われる頻度が高まっている中、川内川河川事務

所では、住民一人ひとりの防災行動意識の更なる向上を図るた

め、この度コミュニティ放送局「FMさつませんだい」と協定を結

びました。

令和5年2月22日

FM さつませんだいと防災情報の提供及び活用に関する協定の締結

コミュニティ放送局と協力し防災情報へ

アクセスするためのきっかけを作る

川内川河川事務所

・情報に切迫感を持たせたい

・情報取得の簡素化の実現

・地域住民全体を対象とした

広域な情報発信の実現

・水害時河川に関する詳しい

情報を入手できていない

・リアルタイムに河川情報を

取得し迅速な情報発信

FMさつませんだい

協定締結

川内川河川事務所

杉町事務所長
（株）薩摩川内市観光物産協会

井龍社長

被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化

防災情報伝達における関係
機関の連携強化 川内川河川事務所 3

【川内川河川事務所】



鶴田ダムの貯水率をホームページ・情報掲示板に表示 【鶴田ダム管理所】鶴田ダムの貯水率をホームページ・情報掲示板に表示 【鶴田ダム管理所】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化

水位計・監視カメラの設置、防災
情報の提供等

鶴田ダム管理所

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

○鶴田ダムホームページに、新たに『貯水率』を表示できるように改良しました。

〇情報表示板に、新たに『貯水率』を表示できるように改良予定。（令和５年出水期開始予定）
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改良前 改良後

貯水率
42,4％

鶴田ダム情報
洪水調節中
流入 4000m3/s
放流 2400m3/s

鶴田ダム情報
洪水調節中

貯水位 143m
貯水率 50%

交
互
表
示



各班の意⾒を
みんなで

聞きましょう
⾏動を
話し合う

⾃分の⾏動
を考える

起きる災害
を考える

福岡管区気象台HP（教材はこちら）
https://www.data.jma.go.jp/fukuoka/chosa/education/10mb.html

〇短時間で命を守る防災の学習
〇⼦どもたち⾃⾝で考え、話し合う機会をつくる
〇災害を⾃分のこととして考える「きっかけ」と
なることを期待

〇難しく考えず、気楽に取り組むことが可能
〇４現象（台⾵、⼤⾬、地震・津波、⽕⼭）の教材を⽤意

出前講座・防災学習の実施【気象庁】出前講座・防災学習の実施【気象庁】

川内川水系流域治水プロジェクト
～いつか必ず来る大規模出水に備え，水害に負けない地域づくりに向けて流域が一体となった防災・減災対策～

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

防災学習の推進 出前講座・防災学習の実施 気象庁

ステップ１ 考える①

ワークシート

ステップ１ 考える②

ワークシート

ステップ３
振り返りとまとめ

通学路のそばを流れる⼩川。
⽤⽔路や道路のマンホール。
普段は何でもない場所が、

突然の⼤⾬で、命を落とす場
所に変わることがあります。
「⾃分の⾝は⾃分で守る」と
いう意識を⾝につけましょう。

防災教育⽀援ポータル
－ １０分で防災 －

ステップ２ 話し合う
他⼈の考えを聞いて、新たな

「気づき」を⽣み出す
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森林整備による流出抑制対策・治山施設整備による土砂流出抑制対策
【林野庁 九州森林管理局 北薩森林管理署】

森林整備による流出抑制対策・治山施設整備による土砂流出抑制対策
【林野庁 九州森林管理局 北薩森林管理署】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

【令和2年12月末撮影】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
⼯ 程

短 期 中 期 中⻑期

氾濫をできるだけ防
ぐ・減らすための対
策

森林整備・保全、治
⼭施設の整備

森林整備による流出
抑制対策 林野庁

治⼭施設整備による
⼟砂流出抑制対策 林野庁

森林整備

治山施設整備

人工林の多目的機能
発揮のため、国有林
の地域別の森林計画
に基づき間伐等に取
組みます。

地域住民の安全・安
心等を確保するため、
国有林の地域別の森
林計画等に基づき谷
止工等の予防・復旧
治山に取組みます。

4年度実績 5年度予定

間伐 ８７１ｈａ ７５３ｈａ

新埴 １１７ｈａ １４３ｈａ

4年度実績 5年度予定

⾕⽌⼯ ５基 ２基

⼭腹⼯ １ｈａ ー

間伐前 間伐後

施行前 施行後
※事業量は川内川流域の３森林管理署等の計
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森林整備による流出抑制対策 【森林研究・整備機構 鹿児島水源整備事務所】森林整備による流出抑制対策 【森林研究・整備機構 鹿児島水源整備事務所】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

区分 対策内容 実施内容 事業主体
⼯ 程

短 期 中 期 中⻑期
氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策 森林整備・保全 森林整備による流出抑制

対策 森林研究・整備機構 7

流域における対策
■ 水源林造成事業による森林の整備・保全

針広混交林 育成複層林

⽔源林の整備

間伐実施前 間伐実施後

森林整備実施イメージ

・⽔源林造成事業は、奥地⽔源地域の⺠有保安林のうち、所有者の⾃助努⼒等によっては適正な整備が⾒込めな
い箇所において、針広混交林等の森林を整備することにより、森林の有する公益的機能の⾼度発揮を図る事業で
す。
・⽔源林造成事業地において除間伐等の森林整備を計画的に実施することで、樹⽊の成⻑や下層植⽣の繁茂を促
し、森林⼟壌等の保⽔⼒の強化や⼟砂流出量の抑制を図り、流域治⽔を強化促進します。
・川内川流域における⽔源林造成事業地は、263箇所（森林⾯積約3100ha）であり、流域治⽔に資する除間伐等
の森林整備を計画的に実施していきます。（令和４年度においては、約７３haの保育間伐、１９haの植栽。）

川内川流域における⽔源林造成事業地

川内川流域

⽔源林造成事業地



鶴田ダム（国）

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

湧水町

麦
之
浦
川

えびの市

河川整備箇所【鹿児島県】河川整備箇所【鹿児島県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

【令和2年12月末撮影】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策
築堤、護岸整備、
橋梁架替 等

鹿児島県

○洪水氾濫対策として，川内川下流域では麦之浦川で，上流域では針持川と羽月川，市山川，会田川で護岸整備や
橋梁架替等の整備を進めていく。

羽月川

整備内容：河道掘削 等 整備内容：河道掘削、護岸整備 等

市山川

整備内容：河道掘削 等

会田川

整備内容：築堤、護岸整備、橋梁架替 等

針持川

整備内容：築堤、護岸整備、橋梁架替 等

麦之浦川

■ 対策状況■ 対策状況 ■ 対策状況■ 対策状況

■ 対策状況■ 対策状況 ■ 対策状況■ 対策状況

県道 栗野加治木線

綿打川

会田川

■ 対策状況■ 対策状況
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鶴田ダム（国）

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

麦
之
浦
川

えびの市

河川整備箇所（災害関連事業 ）【鹿児島県】河川整備箇所（災害関連事業 ）【鹿児島県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

【令和2年12月末撮影】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策（災害関連） 護岸整備 等 鹿児島県

○令和２年７月豪雨や令和３年７月豪雨により，家屋等の甚大な浸水被害が発生した山野川や海老川では，再度災害防
止を図るため，災害関連事業により整備を進めていく。

整備内容：河道掘削、護岸整備 橋梁架替 等

山野川

■ 整備状況■ 整備状況

海老川

整備内容：堤防嵩上げ、護岸整備 等

■ 被災状況（令和３年７月）■ 被災状況（令和３年７月）

■ 整備状況■ 整備状況

■ 被災状況（令和２年７月）■ 被災状況（令和２年７月）
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鶴田ダム（国）

薩摩川内市

さつま町

伊佐市

麦
之
浦
川

えびの市

河川整備箇所（災害関連事業 ）【鹿児島県】河川整備箇所（災害関連事業 ）【鹿児島県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

【令和2年12月末撮影】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策（災害関連） 護岸整備 等 鹿児島県

○令和２年７月豪雨により，家屋等の甚大な浸水被害が発生した百次川・勝目川では，再度災害防止を図るため，災害
関連事業により整備を行い，流下能力の向上を図った。

■ 対策状況■ 対策状況

県道 栗野加治木線

綿打川

会田川

被災状況

■ 勝目川■ 勝目川

■ 百次川■ 百次川

完成状況（令和４年４月完成）

整備内容：堤防嵩上げ、護岸整備 等

■ 勝目川■ 勝目川

■ 百次川■ 百次川

10



砂防関係施設の整備

道路・鉄道を保全する砂防事業 保育園を保全する急傾斜地崩壊対策事業

○社会・活動を支える地域の基礎的なインフラの集中保全

・ハード施設により確実に「いのち」を守ることに加え、物流ネットワークや
電力、水道、通信、学校、病院など「くらし」に直結する基礎的なインフラ
を集中的に保全

○土砂・洪水氾濫対策の推進

・上流域から流出した多量の土砂が谷出口より下流の河道に堆積し，
河床上昇・河道埋塞により引き起こされる土砂，泥水及び流木の氾濫
発生を防止

■いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進（ハード対策）（鹿児島県）

区分 対策内容 実施内容 実施主体
工程

短期 中期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

社会・活動を支える地域の基礎
的なインフラの集中保全
土砂・洪水氾濫対策

いのちとくらしを守る土砂災害
対策の推進

鹿児島県

川内川水系における土砂・洪水氾濫対策の検討

・紫尾川流域
・羽月川流域

※今後，関係機関と連携し対策検討

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

■地域の防災力向上【鹿児島県，関係市町】
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区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

地域の防災力向上 ・防災研修，出前講座等 鹿児島県，関係市町

防災研修センター
による出前講座

地域の防災
リーダー育成

モデル地区による
地区防災計画作成

↑
ＤＩＧ（災害
図上訓練）の
様子

防災さんぽ
（まち歩き）

↓

地域防災リーダー養成講座の様子

・MBCﾗｼﾞｵ「防災ワンポイント」
・防災･お天気フェア
・防災啓発研修会 等

その他の取組

講義（自主防災組織）

AEDを使用した心肺蘇生法訓練

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
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川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

■地域の防災力向上【鹿児島県，関係市町】

13

・ 市町村においては，災害対策基本法に基づき，避難を支援するための避難行動要支援
者名簿（以下「名簿」という。）の作成が義務づけられており，本県では，全市町村が
作成済となっている。

・ 当該名簿については，本人の同意を得るなどし，市町村から消防機関や自主防災組織
等へ提供できることとなっており，市町村において取り組んでいるところ。

・ また，市町村は，名簿情報に係る避難行動要支援者ごとに，個別避難計画を作成する
こととしており，令和４年４月１日現在の作成状況は，対象者全員が８団体，一部の対
象者が３１団体，未作成が４団体となっている。

・ 県では，引き続き，市町村に避難行動要支援者への対応に関する取組を紹介するなど
して，名簿情報の提供や計画作成を促進してまいりたい。

・ これらを踏まえ，市の努力義務となっている個別避難計画の作成について，流域治水
プロジェクトにおいても，あらゆる関係者と共に議論していく必要がある。

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

災害時における要配慮者へ
の支援

・個別避難計画策定支援 鹿児島県，関係市町

個別避難計画作成

13



【令和2年12月末撮影】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

洪水氾濫対策等 河道掘削、樹木伐採 宮崎県

河川整備箇所 【宮崎県】河川整備箇所 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

○土砂堆積等による流下阻害で洪水氾濫が生じないよう、樹木伐採や河道掘削を実施している。
○次年度以降も、他の河川も含め５か年加速化対策等において引き続き実施していく。

Ｒ４年度実績：【実施河川】２河川 【事業費】約５千万円 【河道掘削】約７．２千㎥

上流域・小林土木事務所管内

令和４年度実施箇所

長
江
川

池
島
川

実施前 実施後

長
江
川

実施前 実施後

14



宮崎県

○流域における荒廃地域の保全を行うとともに、下流河川の河床上昇を防ぎ、土砂流出による災害から
人命等を守ることを目的として砂防堰堤の整備を実施する。

実施地区：斧研谷川２、大河平谷川、永迫谷２
川内川上流域

【施工イメージ】

【位置図】

ながさこたに に

よ き と き た に が わ に

お こ び ら た に が わ

いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進 【宮崎県】いのちとくらしを守る土砂災害対策の推進 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

15
区分 対策内容 実施内容 事業主体

工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

土砂災害対策
いのちとくらしを守る土砂災
害対策の推進

宮崎県 15

土砂・洪水氾濫対策検討予定箇所
（川内川上流域）



16
区分 対策内容 実施内容 事業主体

工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

森林の整備・保全、治山施設
の整備

森林整備による流出抑制対
策 等

宮崎県

○取 組 名 河川上流域（民有林）における防災・保水機能を発揮させる森林整備・治山対策
○事 業 名 森林整備事業・治山事業
○取組状況 再造林、保育(下刈り、間伐等)、治山ダム、山腹工等

荒廃森林（裸地化）

樹木成長 下層植生繁茂

【流域治水への事業効果等】
（保水機能効果）

荒廃した人工林を間伐することにより、
土壌の孔隙量が増え、保水機能が向上する。

（防災・減災効果）
間伐等の適切な森林整備により、下層植生が繁茂し、

降雨に伴う土砂流出を抑制するほか、流木の流出等に
よる被害を防止する。
伐採後の速やかな再造林により、裸地化による水土

保全機能の低下を防止する。
治山ダムや山腹工により土砂や流木等の流出を防止

するとともに保安林の整備により、森林の水源涵養機
能や洪水緩和機能等を発揮させる。山腹工による土砂流出防止対策

着手前

完 成

保安林整備による根茎発達

【川内川流域の森林の状況】 （えびの市）
森林面積： ２０，２０９ha
国有林： １０，８１１ ha
民有林： ９，３９８ ha

【川内川流域の森林保全･整備の実施状況】
（令和３年度）
再造林 ： ５２ha 渓間工 ３箇所
下刈り ： ８９ha 山腹工 １箇所
除間伐 :   １３４ha

川内川水系に係る
民有林の分布状況
（宮崎県えびの市）

流木及び土砂を捕捉した治山ダム

森林整備による流出抑制対策 【宮崎県】森林整備による流出抑制対策 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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雨水貯留施設の検討・整備（ほ場整備等による機能向上等） 【宮崎県】雨水貯留施設の検討・整備（ほ場整備等による機能向上等） 【宮崎県】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

川内川

川内川

東原田地区🚁
現在の状況で西
側より撮影

🚁

東原田地区飯野麓東部地区

亀沢地区

○ ほ場整備により農地の区画拡大を実施する中で排水桝(ます)や排水路を整備し、水田がもつ貯留機能を向上
○ 用排水路を整備することで山腹からの雨水をスムーズに排水し、周辺地域の被害を軽減

ほ場整備：２箇所

用排水路の整備：１箇所

･･･川内川水系河川区域多面的機能支払制度を活用した支援

農業農村整備事業【位置図】

農業農村整備事業を計画的に実施し、農業の多面的機能を発揮

実施内容 受益⾯積 地区名 備 考
ほ場整備 58.0ha 東原⽥、飯野麓東部(R5) R2〜

⽤排⽔路整備 38.6ha ⻲沢（R6) R6〜
(※R4事業管理計画より)

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

氾濫をできるだけ
防ぐ・減らすための対策

流域の雨水貯留機能の向上 雨水貯留施設の検討・整備 宮崎県 17



未策定区間の浸水想定区域図作成 【宮崎県】未策定区間の浸水想定区域図作成 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

土地のリスク情報の充実・提
供

未策定区間の浸水想定区域
図作成

宮崎県

○洪水浸水想定区域図の未作成河川について、令和７年度までに浸水想定区域図を作成し、
水害リスク情報空白域を解消していく。

○作成した洪水浸水想定区域図データを提供する。

水害リスク情報の空白域

洪水浸水想定区域図のない水害リスク情報空白地帯の解消

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

川内川水系（宮崎県管理）
21河川の内、20河川が未作成の区間あり

作成後は、えびの市へデータ提供
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出前講座・防災学習の実施 【宮崎県】出前講座・防災学習の実施 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

出前講座・防災学習の実施
防災士養成研修・防災士出
前講座 等

宮崎県

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

19

○防災⼠養成研修…災害時において最も重要な「⾃助・共助」を推進するため、地域防災の核となる防災⼠を養成
している。

○防災⼠出前講座…⾃主防災組織や⾃治会、学校や企業に防災⼠を講師として派遣する出前講座を実施し、地域の
防災⼒を向上させている。

宮崎県防災士養成研修

・令和４年５月末現在の防災士数
〈宮崎県〉 6,147名（人口10万人当たり579名）
〈全国〉 231,845名（人口10万人当たり184名）

・防災士数の順位
全国・・・14位 九州・・・３位（福岡、大分に次ぐ）
※人口10万人比では、全国６位

宮崎県防災士出前講座

・養成してきた防災士を活用し、自治会や自主防災組織等で実施する
研修等に防災士を講師として派遣する。

出前講座の主な内容

○地震・津波についての基礎講座
○気象・火山についての基礎講座
○家具固定に関する講座・実習
○地域の地図を用いたワークショップ
○避難所運営ゲーム等を用いた防災学習



防災啓発 【宮崎県】防災啓発 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

住民自らの避難行動に資す
るためのリスク情報の共有

防災啓発 等 宮崎県

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

20

令和4年度宮崎県防災の日（令和４年度は５／22）における啓発事業

①自助・共助への意識向上のため、テレビ、ラジオCM等により風水害への備えの
啓発について実施した。

②子ども向けオンラインセミナーの開催

③防災への興味関心を惹くため、「避難」「備蓄」のテーマわかりやすく学べる動
画を制作し、広報した。

令和４年度防災週間における啓発事業

台風シーズン前に、CM、ショートムービーを2種類作成し、テレ
ビ、SNS広告等で啓発した。
①避難情報の周知、避難場所・避難のタイミング
②備蓄・非常持出品

○宮崎県防災の⽇（5⽉第4⽇曜⽇） ○防災週間（8⽉30⽇〜9⽉5⽇）



出前講座・防災学習の実施 【宮崎県】出前講座・防災学習の実施 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

防災学習の推進 出前講座・防災学習の実施 宮崎県

○宮崎県では、土砂災害から命を守るための啓発活動の充実を図るため、県内各地で地域防
災の中心的な役割を担う自治会長等を対象にした「土砂災害防止講座」を実施している。

○今年度は、えびの市にて講座を開催し、１４名の参加があった。

出前講座の内容

土砂災害防止講座 実施状況（R4.5.23）

土砂災害から身を守るための対応を３つのポイントに分けて説明

避難の方法などについて実際の災害事例を踏まえて説明

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～
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ため池マップの公表 【宮崎県】ため池マップの公表 【宮崎県】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害の軽減、早期復旧・復興
のための対策

土地のリスク情報の充実・提
供

ため池マップ公表 宮崎県

【経緯】
今後のため池対策の進め方に基づく緊急時の迅速な

避難行動につなげる対策のひとつとして、ため池の位置
等を住民に知っていただくため、宮崎県内の防災重点た
め池マップを作成。

【防災重点ため池とは】
決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設等が存在

し、人的被害を与えるおそれのあるため池。

● ･･･ 防災重点ため池

農業用ため池マップの公表について

(令和４年３月末時点)

農業用ため池（黒岩ため池）

ＱＲコ－ド

【農業用ため池マップ】

県 道

農業⽤ため池の総数 うち、防災重点ため池
657箇所 424箇所

H25県土整備部
砂防課撮影

ため池マップには、
ため池名、所在地、
貯水量、緊急時の連絡先を掲載

（イメージ）

22

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～



水位観測所局舎の耐水化【宮崎県】

⼤規模洪⽔時における河川⽔位の確実な情報提供に向けて、洪⽔浸⽔想定区域にあ
る⽔位観測設備の耐⽔化を実施した。

対策前 対策後

想定浸水深

1.5m嵩上げ

柳ヶ本橋（長江川）

⼤規模洪⽔時にも浸⽔することなく⽔位情報を発信
23



区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害対象を減少させるため
の対策

総合的な内水対策の検討
水門等管理人との情報連絡
体制の強化

薩摩川内市

水門等管理人との情報連絡体制の強化（樋門・水閘門等情報伝達システムの構築） 【薩摩川内市】水門等管理人との情報連絡体制の強化（樋門・水閘門等情報伝達システムの構築） 【薩摩川内市】

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

当市では、住民等へ操作を委託し
ている水門等の施設が多数存在し、
大雨等の際には、職員が水門等管理
人に対して個別に電話連絡で対応状
況の確認を行うなど、多大な時間や
労力を費やしている。
また、大雨の際の出動等の業務か
ら成り手不足が生じ、雇用確保のた
め水門等管理人の負担軽減が求めら
れている。
そこで、リアルタイムの操作状況
確認など 操作員（水門等管理人）と
の迅速な情報共有を図るため、樋
門・水閘門等情報伝達システムを構
築した。
併せて、施設の対応状況をリアル
タイムにマップに公開し、施設が稼
働している箇所を「見える化」し、
住民の防災行動に役立てる。

＜樋門・水閘門等情報伝達システム イメージ＞

※国土交通省の所管施設では、「アラームメールシステム」を活用した連絡体制を運用している。
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鉄道アンダーパス部における冠水対策 【薩摩川内市】鉄道アンダーパス部における冠水対策 【薩摩川内市】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害対象を減少させるため
の対策

総合的な内水対策の検討
鉄道アンダーパス部におけ
る冠水対策

薩摩川内市

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

令和３年７月豪雨により、市街地部の至るところで道路冠水が発生し、特に市道横馬場・田崎線の鉄道アンダーパス
部においては、完全に道路が水没し、川内駅の東西を結ぶ主要道路が交通途絶になった。
これまでの水位監視カメラや路面標示等による注意喚起等の対策に加え、さらに豪雨時にアンダーパスへの車両侵入
を防止する道路交通遮断機や浸水検知センサの設置を行い、対策の強化を図る。

令和３年７月豪雨 アンダーパス 冠水状況
道路交通遮断機

九州新幹線

センサが浸水を検知すると、LINEで道路管理者に通知が届き、
職員が現場に直行し、交通遮断機による安全対策を実施。

LINE通知

水位監視カメラ

路面標示設置

浸水検知センサ（令和5年度以降）

川内駅

至 いちき串木野市

至 阿久根市

（例）

肥薩おれんじ鉄道・九州新幹線

※他の市道３箇所の鉄道アンダーパス部についても道路交通遮断機を設置済
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川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

： 改修前の排水方向

： 家屋等浸水箇所

凡　　例

： 河川堤防決壊箇所

： 河川堤防越水箇所

： 改修後の排水方向

令和２月７月豪雨時の浸水状況

①

③

② ケーズデンキ

プラッセだいわ川内店

⑤

④

②

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害対象を減少させるため
の対策

総合的な内水対策の検討
・排水路改修
・水位監視カメラ設置

薩摩川内市

令和２年７月豪雨による河川堤防の決壊及
び越水等により、道路冠水や家屋等の浸水な
ど甚大なる被害が発生した。
内水対策として、市道勝目・矢倉線の道路
側溝（約170ｍ）の断面拡大（300×300
→800×800～1,300）及び水路勾配の改善
を行い、側溝の流下能力・貯留機能を拡大さ
せるとともに、水の流れを変えることで排水
効率の向上を図った。
また、河川内外の急激な水位上昇にも対応
し、水門や排水ポンプ施設の適切な運用を図
るため、水位監視カメラを設置した。

【標準断面図】

水位監視カメラ

③

⑤ ④

①

城之下水門

矢倉排水Ｐ施設

水位監視カメラ

← 坪塚川

矢倉排水ポンプ施設

隈之城地区内水対策 【薩摩川内市】隈之城地区内水対策 【薩摩川内市】

カメラ

カメラ
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区分 対策内容 実施内容 事業主体
⼯ 程

短 期 中 期 中⻑期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策

防災情報、避難体制の検
討・連携強化

地域住⺠における⾃主防災
組織等の強化 さつま町

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

27

■事業の実施により将来的に実現したい地域像

①住⺠⼀⼈ひとりの家族構成や⽣活環境に合わせて、「どのタイミングで」・「どう⾏動するのか」をあらかじめ時系列で整理した
うえで⾃分⾃⾝の防災⾏動計画を作成

②⾃主防災組織により地域内の危険を回避・軽減するために、リーダーなどが避難⾏動要⽀援者に対する⽀援⾏動や内容を確認

③参加していない⾃治会住⺠に対して会合時などの機会をとらえ、逃げ遅れることがないよう地域ぐるみでの取り組みを推進

被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（マイタイムラインの作成）【さつま町】被害の軽減、早期復旧・復興のための対策（マイタイムラインの作成）【さつま町】



区分 対策内容 実施内容 事業主体
⼯ 程

短 期 中 期 中⻑期
被害の軽減、早期復旧・復
興のための対策 防災学習の推進 川内川⽔系流域に住む外国

⼈向け防災教室 さつま町

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

28

被害対象を減少させるための対策（浸水センサの活用）【さつま町】被害対象を減少させるための対策（浸水センサの活用）【さつま町】

■事業の実施により将来的に実現したい地域像

①浸⽔センサの活⽤により、リアルタイムで現在の状況を確認し、即時の防災⾏動につなげる

②道路の冠⽔による被害や通⾏⽌めの周知により避難経路における渋滞などのトラブルを回避・軽減する

③避難所開設・閉鎖の検討など防災対応に活⽤



総合的な内水対策の検討【伊佐市の事例】総合的な内水対策の検討【伊佐市の事例】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害対象を減少させるため
の対策

氾濫域での対策 総合的な内水対策の検討 伊佐市

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

大雨時に内水氾濫が発生する地域の樋門付近に緊急内水対策車配備及び水中ポンプを設置し、内水を汲みあげる事で
内水氾濫を防止する。

国 市

配備箇所
緊急内水
対策車

設置箇所
10吋ポンプ

（市所有）
8吋ポンプ
（リース）

発電機
（リース）

設置・撤去
委託

ポンプ操
作員

令和4年度 3 3 15 10 22 23 業者
職員及び
一部業者

令和5年度 3 3 16 10 24 24 業者
職員及び
一部業者

増減 0 0 1 0 2 1

≪国≫緊急内水対策車配備状況

≪国≫緊急内水対策車排水
状況

具体的内容
大雨時に河川の水位が上昇すると、河川から水路への逆流防止のため水門閉操作をする事により内水が河川に流れず内水氾濫が発生する。
そこで、樋門付近に緊急内水対策車配備及び内水対策用ポンプを設置し、水門閉操作時にポンプを稼働させ内水を河川へ流し内水氾濫を防止する。

≪市≫ポンプ設置状況

≪市≫ポンプ排水状況

内水氾濫状況 Ｒ3.7豪雨 住宅浸水箇所
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総合的な内水対策の検討【湧水町】総合的な内水対策の検討【湧水町】

区分 対策内容 実施内容 事業主体
工 程

短 期 中 期 中長期

被害対象を減少させるため
の対策

氾濫域での対策 内水対策排水ポンプ設置 湧水町 R４実施

川内川水系流域治水プロジェクト
～川内川水害に強い地域づくりを推進するためのハード・ソフト対策の確実な実施～

大雨時に内水被害が発生する地域の樋門に排水ポンプを令和４年５月から12月まで常設し、
内水被害の発生を軽減する。

③排水ポンプ設置状況

③排水ポンプ稼働状況

①令和3年7月豪雨浸水状況

②令和3年7月豪雨浸水状況

①

③
②

川
内
川

浸水範囲

湧水町役場
吉松庁舎
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